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グリーン関数の定義

　　と求められる。　　　

･･･③　

はを用いると②の解

リーン関数が成立するときに、グ

　･･･②

　･･･①
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は②を満たす。③で示される関数
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（証明）
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微分方程式の解Φが、グリーン関数を用いる
ことにより積分計算で求められる。

微分方程式　→　積分方程式　への変更



グリーン関数の例（１）
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　の場合
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グリーン関数の例（２）
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留数定理を用いる。上半分の周回に
ついて積分する。



グリーン関数の例（3）

 

ならば

に近づける。　ここで極の位置を原点
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空間に点在する電荷により、電位のポテンシャ
ルが求められることを示す。



グリーン関数の定義（その２）
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中間子理論
• 原子核中の陽子と中性子
間には、核力がはたらく。

• 陽子・中性子の核子間で
は中間子（メソン）が交換さ
れる。

• 力を、粒子が媒介する。　　　
（基本原理）

• 湯川秀樹により提唱された。　　
（１９３５年）

• 初めての学位論文が、ノー
ベル賞対象論文となる。日
本人初。

中間子を交換（キャッチボール）
することで核力が発生する。

中間子場の方程式を解いて湯川ポテンシャル
を導くときに、グリーン関数を用います。



補遺（留数定理など）
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